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【研究論文】

金融危機下 の 台湾の IC 企業財務 の 現状 と課題

柯　　　瓊　鳳
1）

　 （台湾 ・東呉大学）

は じ め に
一

研究の 目的
一

　 こ れ まで の 半導体産業や半導体企業に おけ る先

行研究は ， 産業政策 ， 事業戦略 ， 組織や人材活動 ，

競争優位に置かれてお り，半導体企業の財務効果，

経営戦略な どが十分 に分析 され て き て は い な い 。

こ の こ とか ら，本稿 の 目的は，第一
に，台湾の 半

導体企 業の産業態様 の現状 に着目し，経営管理 の

視点で 半導体企業の 財務管理効果を分析す る こ と

を試み ，
こ の 視点で は課題が残る こ とか ら， 新た

に求め られ る視点を提示する 。 第二 に ，金融危機

で の 景気後退を受 け， 台湾 の 半導体企 業の 経営成

績 に基づ き，半導体企業の 財務戦略を分析解明す

る 。

1．台湾の IC 産業

　台湾 の 半導体産業 の 発展は ， 1970年代後半か

ら始動す る。 台湾 IC （IC：Integrated　Circuit，集

積回路）産業の 最大 の特徴 は ，IC 設計， フ ォ ト

マ ス ク ， ウ ェ
ハ ープ ロ セ ス （フ ァ ウ ン ドリ），

パ
ッ

ケ
ー

ジ ン グ ， テ ス テ ィ ン グ の 5 つ の工 程 が各 々 専

門化 した企業 に よ っ て 分業体制を とり， しか もそ

れ ら各工 程で 大きな 世界的シ ェ ア を占め て い る こ

とで あ る。

　台湾の経済部の 資料 よ る と ， 台湾 IC 生 産額 は

全世界 の IC生産額の 約 4分 の 1 を 占めて い る 。

つ ま り 4 個 の IC 製品の うち 1個が 台湾製品で あ

る こ と に な る 。

　台湾の IC 制造業は ， 主 に ウ ェ ハ ーの OEM と

DRAM 製造か ら構成 されて い る 。 長期 に わ た る

開発 の 後 ， 台湾 の 半導体産業は ， 産業クラ ス タ
ー

（IC 設計，製造か らパ ッ ケージ ン グ とテ ス ト） に

組み込む こ と 自体を区別 して い る。

1．1　台湾 IC産業チ ェ
ー

ン

　TSMCe ）

（台灣積體電路製造 ，　 Taiwan 　Semi ・

conductor 　 Manufacturing 　Company ，以 下，

TSMC ） や UMC （3）
（聯華電子，　 United　Micro −

electronic 　Corporation，以下 ，
　 UMC ）等の 専業

フ ァ ウ ン ドリ ・メ ーカーは ， 自社 ブ ラ ン ド IC の

製造 ・販売を しな い で ， IC設 計メ
ー

カ
ー

（フ ァ

ブ レ ス ）等と競合す る こ とな くサ
ービス を提供 し

て い る こ とが大きな特徴 で あ る 。 IC フ ァ ウ ン ド

リーと IC パ
ッ ケージ ン グや IC テ ス テ ィ ン グ会

社が一緒 に世界に ワ ン ス ト ッ プ シ ョ ッ ピ ン グ モ デ

ル （one −stop 　shoppjng 　model ） の 最良の 取引を

提供す る 。

　台湾の こ れらの 企業は グ ロ ーバ ルな半導体産業

で か な りの 性能を提供 して い る。 TSMC と UMC

は ， グ ロ
ーバ ル な IC 製造業 で 1番 目と 2 番 目に

そ れぞ れ格付 け されて い る 。 MediaTekG 〕

（聯発

科技 ， MediaTek　Inc．，以下 ，
　 MediaTek）は ，

　 IC

デザ イ ン企 業 と して 7 番 目に 格付 けされて い る 。
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上流 IC設計

Intellectual　Property　IC　Design　Kit

画 IC デ ザ イ ン キ ッ ト IC ：Integrated　Circuit

ICデザ イ ン

中流ウ ェ
ハ ーの 製作

IC　Design

Equipment 　SupPlier　 Material

装置 サ プ ラ イ ヤ ウ エ
ハ ー

材料

Chemical

化学製品

Photomask

フ ォ トマ ス ク

下流 の パ
ッ ケ

ージ と

テ ス ト

ウ ェ ハ
ー

の 製作

Wafer　Fabrication

Leadframe

リードフ レ
ー

ム

Substrate

國
IC　Packaging 　Equip 皿 ent

IC パ ッ ケ
ージ設備

ICパ
ッ ケージ

IC　Packaging

IC テ ス ト

端末市場

IC　Distribution

函

工CTesting

IC シ ス テ ム ベ ン ダー

IC　System　Vendor

出所 ：経 済部投 資業務処，2008．　02，IC産業分 析及び投 資機会，　 p．6．

　　　　　　　　 　　　　図 1 台湾 の 半導体産業 の サ プラ イ チ ェ
ーン

ASEcs） （日月光半導体 ，
　 Advanced　Semiconduc・

tor　Engineering　Inc．，以下 ，　 ASE ） と SPIL（6）

（砂品精密工 業 ， Siliconware　Precision　Indus −

tries　Co．，　Ltd，以下，　 SPIL） は ICパ ッ ケ
ージ と

IC テ ス テ ィ ン グ産業 で 1 番 目と 3 番 目に そ れぞ

れ格付 けされ て い る 。

　長期 に わた る開発 の 後 ， 台湾の 半導体産業は ，

完全 な 産業 ク ラ ス タ ーか ら IC の 設計，製造か ら

パ ッ ケ
ージ とテ ス テ ィ ン グ企業を組み込む こ と自

体 を識別 して い る 。 世 界の IC の 造形や IC パ ッ

ケ ージと テ ス テ ィ ン グの 大手企業 に 1 つ の 最良の

取引 を ワ ン ス トッ プ シ ョ ッ ピ ン グの モ デル を提供

する 。 台湾で は IC 設計企 業が 262社，　 IC 製造が

13社 ， ICパ
ッ ケ ージ ン グが 34社，

　 IC テ ス テ ィ

ング会社が 36社ある 。

　台湾の 半導体産業の 会社は ， 主 に新竹科学工 業

園区 と台北地 区に配置 されて い る 。 IC 製造の 大

部分は桃園，新竹，台中，お よび台南 に点在す る 。

さ ら に ，IC パ ッ ケ
ージ と テ ス テ ィ ン グ の 会社 は

台湾 の 中央 と南部に 集中し て い る 。 IC 産 業 の 集

積要因は ，政府の イ ン フ ラ整備政策，起業家精神

や 中小企業の 参入が あると考え られ る （楊 ・伊藤，

2004）。

L2 台湾の IC 産業の 最新動向

台湾 の IC 産業 の 市場分布は ， 北米 （主 に米国）
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Item
　 Output
From 　Taiwan
　 　 　％

from−
TaiwanRanking

Leader

IC 20，07 9．6（8，0％ ） 4 米 国，日本，韓 国

DRAM 7，9025 ．0（22，0％） 2 韓国

Mask ・ROM 2891 ．4（91，2％） 1 台湾

LS −LCD −Driver 1，6247 ．5（40，8％ ） 1 台湾

DVD 　DeCDder 4355 ．0（52，2％ ） 1 台湾

IC デ ザ イ ン 9．9523 ．5（22．1％） 2 米国

IC製造 23．59 工1．5（9．7％） 4 米国，日 本，韓 国

フ ァ ウ ン ドリ 13，4768 ．4（69，2％） 1 台湾

IC パ
ッ ケージ 6．4851 ，2（45，7％） 夏 台湾

IC テ ス テ ィ ン グ 2，8463 ．0（62，5％） 1 台湾

製造業生産額 一 19．2（18，4％ ） 3 米国，日本

出所 ：経 済部技 術処，2007．04，産 業技術情 報サ
ー

ビ ス ，p．6．（ ） は，2DO5 年の デ
ー

タで あ る。

　　　　　　　 　　　　 図 2 台湾 の IC産業 の バ リュ
ーチ ェ

ー
ン の 構造図

と中国 ・香港の 比重が大き い
。 台湾の 半導体の産

業チ ェ
ー

ン の 完備した技術の 実力は ， 十分認 め ら

れ，沢山の 重要な国際的な大手会社 を持 っ て い る。

さ ら に，国際的な 会社 と協力的で密接な 関係に あ

る 。 川上 に お け る IC 製造 で は ， 全 世界 の 五 大

DRAM メーカーの 中で ，韓国の サ ム ス ンの 電子は

す で に台湾で仕入れ と販売 の 拠点を持 ち，韓国ハ

イ ニ ッ クス （Hynix） と台湾の ProMOS （T）
（茂徳

科技，ProMOS 　Technologies，以下，　 ProMOS ），

日本の エ ル ピーダ（B）
（Elpidia） と台湾の pscc9）

（力晶半導体，Powerchip 　Semiconductor 　Corp．，

以 下 ， PSC ），キ マ ン ダ （Qimonda）と Nanya （1°〕

（南亜科技，Nanya 　Technology 　CorPoration
，

以下 ， Nanya ），
　 Inotera〔II） （華亜 科技 ，

　 Inotera

Memories
，
　Inc．

， 以下，　 Inotera） と Winbond （12〕

（華邦電子 ， Winbond 　Electronics　Corp．，以下 ，

WinbQnd ）を設立 し， 他に は皆す で に技術の 提

携 ， 研究と開発 と生産能力 の 分担な どを行 っ て 協

力体制を と っ て い る。

　世界の 五大 DRAM メーカーを分析 して み る と，

韓国の サ ム ス ン の シ ェ ア が 24．8％を占め 第 1 位に

位置 す る 。 ドイ ツ の キ マ ン ダ （Qimonda ）
 

と

台湾 Nanya 等 の シ ェ アが 23．8％を占め第 2位 に

位置す る。 韓国ハ イ ニ
ッ ク ス （Hynix） と台湾の

ProMOS の シ ェ ア が 18．9％ を 占め第 3 位 に 位置

する 。 日本 の DRAM 専業 メ
ーカ ー

の エ ル ピーダ

と PSC の シ ェ ア が 17．8％ を 占め第 4 位 に位置す

る。米国 の マ イ ク ロ ン の シ ェ ア が 12．8％を 占め第

5 位 で あ る 。

　米国の 調査会社 Gartner 〔14）
の 調 査結果に よ り ，

2008 年 の 世界半導体市場 の 規模が ， 2007年比 5．4

％減の 2
，
550億 ドル にあ る。 同市場は ， 2008年下

半期に始 ま っ た世界的な経済危機の 影響を受 け，

第 3四半期に は軟調 に な り，第 4 四半期 に入 ると
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　　　23．8％　　　　　　　　　　　　　 （十 ProMOS ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18．9％

注 ：SMIC は 中国の 中芯半導体 （SMIC ）。
出所 ：経済部技術処，2007年 12月 。

　　 　　 　　 図 3 世界 の 5大 DRAM グループ と シ ェ ア

　 エ ル ピーダ

（十PSC 十SMIC ）
　　 17．8％

市況 は急激に悪化 し
，

マ イ ナ ス 成長 と な っ た
。

さ

ら に ， 米 IC　Insights社〔’5）
の 調査 に よれば ， 2008

年の 半導体メ ーカ ー売上高ラ ン キ ン グの 上位 5 社

に は，2社 の 米国企業，1 社 の 日本企業，1 社 の

韓国企業 ， 1 社の 台湾企業がそ れぞれラ ン クイ ン

した。 上位 4 社には それ ぞれ米 Inte1社 ， 韓国サ

ム ス ン社，米 Texas 　lnstruments （TI） 社， 日

本東芝で あ る 。 5位 に は台湾 TSMC 社が ラ ン ク

イ ン した 。 TSMC は 2008年の 売上高 は前年同期

比 8％増 の 105 億 5，600万 ドル とな り，2007年 の

ラ ン キ ン グ か ら順位 を 1 つ 上 げ た 。 な お ， 独

Qimonda， 日本 エ ル ピーダ，米 Spansion
， 台湾

PSC 社 ， 台湾 Nanya 社な ど も， 今回 の ラ ン キ ン

グ上位 20 社か らは外れ る結果 とな っ た の で ある 。

1．3 台湾の ICT 産業チ ェ
ーン

　台湾 の IC産業で は設計業 ， 製造業，
パ ッ ケ

ー

ジ業，テ ス ト業以外に ， フ ォ トマ ス ク， フ ァ ウ ン

ドリ， 化学品 ， 基板 ， リ
ー

ドフ レ
ー

ム な ど の 関連

企業も完全な支援を提供して い る 。 台湾フ ァ ウ ン

ドリが世界的に高い 評価を得てお り，ア ジ ア太平

洋地域を リ
ー

ドす る地位を築い て い る。 デザ イ ン

業者 （フ ァ ブ レ ス）IC 製造分野で は ， 台湾の ウ ェ

ハ
ー受託生産業者 はプ ロ セ ス 技術，製晶の 合格率，

納期な ど の サ ービ ス 全体で 他の 地域の 業者を リー

ドして い る 。

　半導体製造 は様 々 な産業 の 基幹 とな る デ バ イ ス

を扱 っ て い る 。 例え ば，携帯電話，ノ ー
トPC 等

の 情報機器 ， テ レ ビや液晶パ ネルな どの 端末機器 ，

様 々 な 用途 で使用 されて い る 。 台湾の ICT 産業

各会社 は，設計中心 とす る フ ァ ブ レ ス 企業と製造

を 中心 とす る フ ァ ウ ン ドリ企業 と の統合関係で，

互 い に棲 み分 け共存 して い る とい うこ とが で きる

（図 4参照）。

　台湾の ハ イ テ ク企業 とい え ば，OEM （original

equipment 　manufacturer ） に特化 して お り自社

ブ ラ ン ドは手が けな い こ とが大きな 特色 と して 知

られて きた 。 例え ば，HP ，デ ル ， ソ ニ ーと い っ

た大手パ ソ コ ン メ
ー

カ
ー

は ， 台湾の製造技術及び

R＆ D 技術を世界的に認 め て お り，
コ ス ト面か ら

考えれ ば，台湾企業へ の OEM が最 も良い と判断

して い る 。 米 DisplaySearch 社
 

の 調査 に よれ

ば ， 2008 年 第 1 四 半期 に ノ
ー

ト ・パ ソ コ ン の

OEM 生産の メ ーカ ー別の 出荷台数 シ ェ ア を見る

と， トッ プ 5 位の メ ーカー
は そ れぞれ Quanta（tT）

（広 達 電 脳 ，Quanta　 Computer 　Inc．，以 下 ，

Quanta），　 Compal 〔1a〕 （仁宝電脳工 業，　 Compal

Electronics　Inc，，以下 ，
　 Compa1 ），

　 Wistronc ’9）

一 70一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



JAPAN FINANCIAL MANAGEMENT ASSOCIATION

NII-Electronic Library Service

JAPAN 　 F 工NANC 工AL 　MANAGEMEN 工　 ASSOC 工A エエ ON

ICT産業チ ェ
ーン 部　　品 製　　造　 企　　業　　名

ICs MediaTek ，　ViaTech ，　Sunplus ，　Elan，　Novatek など

パ ネル AUO ，　Chimei ，　Innolux ，　Chunghwa ，　Hannstar な ど

MBs Asus，　Elite，　MicroStar な ど

PCBs Unimicron，　CQmpeq ，　Wus ，　Unitechな ど
川 上 の 部 品 と コ

ン ポーネ ン ト パ ワ
ー

サプライ Delta口Phihong，
　LiteOnなど

受動デバ イ ス Walsin，　Yageo な ど

ケーシ ン グ Foxconn ，　Enlightな ど

コ ネ ク タ Foxconn な ど

携帯電 話 Arima ，　Cornpal ，　Qisda，　Foxconn ，　Inventec な ど

NBs Quanta，　Compal，　Wistron ，　Inventec，　Pegatron（Asus　group ）な ど

LCD 　TVs Amtran，　Teco，　Kolin，　Innolux，　Quantaな ど

中流 の OEM ア

セ ン ブ リ
MP 　3　s Inventec，　Foxconn ，

　Asus な ど

テ レ ビゲーム Wistron，　Foxconn，　Asus な ど

DSCs Asia　Optica1，　Canon な ど

ネ ッ トワ
ーク施設 Gemtek，　Zyxe1 ，　Alpha ，　Tecom ，　Accton

ブラ ン ド Acer ，　Asus ，　BenQ ，　Okwap ，　D −Linkなど
川 下 の ブ ラ ン ド

マ
ーケ テ ィ ン グ チ ャ ン ネ ル Synnex，　Tsann 　Kuen ，　Genuine

出所 ：経済部投資業務処，2008 年 1月，ICT 産 業分 析 及 び 投資機会，　 p．5．

　　　　　　　　　 図 4　台湾 の ICT 産業 チ ェ
ーン の 上流，中流，および川下の メーカー

表 1−1 台湾ノートパ ソ コ ン OEM 主要メ ーカー

会社名 主　　な 　　顧　　客

QuantaHP ，　Dell，
　Acer ，　Lenovo な ど

Compa1HP ，　De11，　Toshiba ，
　Acer な ど

WistronDell ，　Acer，　HP，　Fulitsu，　Sie皿 ens ，　NEC な ど

InventecAcer ，
　Dell，　HP ，　Lenovo ，ドイ ツ Fujitsu　Siemens　Computers 　GmbH な ど

Asus Sony，　Apple，　HP ，　Epson な ど

出所 ：各会社の 年報 に よ り筆者 作成。

（緯創 資通 ， Wistron　Corp ．，以下 ，
　 Wistron ），

Inventec（2°〕
（英業達，　 Inventec　Appliance 　Corp．，

以下，Inventec） と Pagatron （2D
（和碩聨合科技，

Pegatron 　Corp ，，以 下，　 Pagatron ） で ，上 位 5

社で OEM 生産の 91％を占め て い る 。

　PC の 出荷台数 シ ェ ア で は デ ル
，
　 HP に 次 ぐ世

界第 3 位 とな っ た acer （22） （宏碁 電脳，以下 ，

acer ）は，ほ ぼ 唯
一

と い っ て よ い 例外的な存在で

あ っ た 。 acer 以 外 に ASUSTeKc23） （華碩電脳，

以下，ASUSTeK ） も自社 ブラ ン ドを展開す る企

業として 散見 される よ う に な っ て きて い る 。 世界

最大 の マ ザ ーボ ー ドメ ーカ
ー

と し て 知 られ る

ASUSTeK 社は ， 以前か らの 自社 ブ ラ ン ドの ノー

ト PC 事業が軌道 に乗 り始 め ，2007年 10 月に 市
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場投入 を 開始 し た 7 イ ン チ の 小 型 モ バ イ ル PC

「Eee 　PC 」 を ，
240 −420 ドル の 低価格で の 販売を

開始 した の で あ る 。 2007年の 「Eee　PC」 出荷台

数 は 35万 台程度 で あ っ た が ， 2008 年は 500万 台

の 出荷台数を示 した の で あ る 。

L42008 年に おける台湾の IC 産業の生産額

　米 Gartner社 は ，半 導体 の 在 庫 指標 で あ る

「DASI （Dataquest 　 Semiconductor　 Inventory

Index）」 の 値 を基 に，「エ レ ク トロ ニ ク ス 業界 の

サ プ ラ イ チ ェ
ー

ン に おける半導体の在庫水準は，

2007年第 4 四 半期 の DASI 値が上 昇す る こ とは

間 違 い な い 。 2007 年 第 4 四半期 の DASI 値 は

1．22〜L25 に な る と見 られ ，『重 度の 過剰在庫』

（DASI 値 L20 以上 ）の 水準に な る だ ろ う」 と述

べ て い る 。

　台湾 の 半導体協会 （Taiwan 　 Semiconductor

Industry　Association ：TSIA ） の ア ン ケ ー ト調

査 結果に よ る と ， 2008年 に おけ る台湾全体 の IC

産業 の 生産総額 （設計 ， 製造 ，
パ

ッ ケ ージ ン グ ，

テ ス テ ィ ン グを含 む） は ， 新台幣の 1 兆 3，473億

元 に 達 し， 2007年 に比較 して 8．1％減少 した 。 そ

の うち設計業の 生産額は，新台幣の 3，749億元 で，

2007年に比較 して 6．2％減少 した 。 制造業は，新

台幣の 6，542億元で ， 2007年に 比較 し 11．2％減少

した 。
パ ッ ケ ージ ン グ業は新台幣 の 2217 億元で ，

2007 年に 比較 し 2．8％減 少した 。 テ ス ト業 は新台

幣の 965 億元で，2007年に 比 較 し 5．7％ 減少 した

こ とを報告 して い る 。

　 台湾の IC 生産額が拡大 し続け る に伴い ，台湾

と世界の景気の 連動性が 高ま っ て い る。台湾 と世

界が 同 じ足並み とな り， と くに 台湾の IC 製造業

と世 界の景気後退 は ほ ぼ 同程度 と な っ た の で あ る。

2008年を振 りかえ っ て み る と，台湾の IC 設計業

の 生 産 額 に 影響 し た 主 要な 原因 と考 え られ る

2008年 の 下半期 の 金 融 の 津波 に よ り，2008年 の

台湾 の IC 設計業の 生産額 は ， 端末の 需要 が減少

す る状況で ， さ らに 全世界の IT 産業の 停滞が伴

い ，下流の 取引先は，内部の 在庫 （品） を厳格 に

細か く調 べ ，そ の 増加に よ り，第 4 四半期に お い

て 台湾 IC 設計業者 の 売上高が大き く減少 した の

で あ る 。

　全体的 に み て ，2008 年 の 第 4 四半期 の 台湾 の

ウ ェ ハ
ー

の OEM の 状況は 比較的穏やか で ある 。

しか し台湾の DRAM 制造 業は DRAM の 供給 が

需要を上 回る影響を受けて ，市場の状況 は予想通

りい かず，メ
ー

カ
ー

は次か ら次 へ と減産し，営業

収入 を大幅減少させた の で あ る 。 台湾の IC 制造

業の 生産額は前 の 四半期に 比較 し大幅な減少を示

した 。 2008 年全体 の IC 制造業 の 生 産 額 は 6，542

億元 で ， 2007年に 比 較 し 1L2％減少 した の で あ

る 。 そ の 中 の ウ ェ
ハ

ー
の OEM の 生 産額 は 4

，
469

億元 で ， 2007年 に 比較 し， 1．1％ と 小 幅な 減少で

あ っ た の に対 して ， 製品 （主 に DRAM 制造業）

表 1−2 世 界 市 場 にお け る 台湾 IT 製品の シ ェ ア

製　　品 シ ェ ァ
ー2007 製　　品 シ ェ ア

ー2007

ノートPC 932 ％ Cable 　CPE 95．4％

マ ザ
ー

ボ
ー

ド 98．3％ DSL 　CPE 88．9％

LCD モ ニ ター 76．8％ WLAN 　NICs 88．4％

CRT モ ニ ター 529 ％ VolP 　Routers 84．0％

デ ジ タル カ メ ラ 44．3％ IP　Phones 68，3％

一 一 IP　STBs 63ユ％

出所 ：経済 部技術 処，2008．01，産業技術情報サービス。
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表 1−3　台湾 の IC産業 の 生産額
（単 位 ：新 台湾億 ドル ）

2005 2006 2007 2008 2009（e）

IC 産業生産総額 11，179 13，933 14，667 13，473 12，097

IC 設 計 業 2，850 3，234 3，997 3，749 3，828

IC 製造業 5β74 7，667 7β67 6，545 5，497

フ ァ ウ ン ドリ 3，735 4β78 4，518 4，469 3β68

フ ァ ウ ン ドリ以外 2，139 3，289 2，849 2
，073 1，629

IC パ ッ ケ
ージ ン グ産業 1，780 2，108 2280 2217 1，921

ICテ ス ト産業 675 924 1，023 965 851

IC製品生 産総額 4，989 6，523 6，846 5，822 5，457

出所 ：TSIA 「TSIA 　Dg　Q　l台湾の IC産業 の 営 業成 果」；工 研院 IEK （2009／03）p．3．

表 1−4 台湾の IC産業の 成長率
（単 位 ：％）

2006 2007 2008 2009（e）

IC産業生 産総額 24．6 5．3 一8．1 一10，2

IC設計業 13．5 23．6 一6．2 2ユ

IC製造業 3α5 一3．9 一1L2 一16，0

フ ァ ウ ン ド リ 17．2 3．2 一Ll 一13．4

フ ァ ウ ン ドリ以外 53．8 一13．4 一27．2 一21．4

IC パ ッ ケ
ージ ン グ産業 18．4 8．2 一2．8 一13，4

IC テ ス ト産業 36．9 10．7 一5．7 一1L8

IC 製品生 産総額 30．7 5，0 一15．0 一63

世界 の 半導体 の 成長率 8．9 3．2 一2．8 一21，6

出所 ：TSIA 「TSIA 　Og　Q　l台湾 の IC産 業の 営業成果」；工 研院 IEK （2DO9／03）p．3．

の 生産額が 2，073億元で，2007年 に比較 し 27．2％

の 大幅な減少を示 し， 2008 年の 台湾の IC 制造業

の 生産額 の 著 しい 減少を示す もの とな っ て い る 。

　台湾の 半導体協会 の 統計に よ る と， 2008年，

台湾 の IC 産業 は 金融危機の 影響を受 け て 良好な

成長を維持で きず ，
IC 設計業，

　 IC製造業，
　 IC パ ッ

ケ
ージ業及び IC テ ス ト業な どは そ れぞれ一6．2％ ，

− 11．2％ ，

− 2．8％及 び
一5．7％ の マ イ ナ ス 成長率

で あ っ た こ とを報告 して い る 。 す な わち 2008年

の 全体 の IC産業生産総額 は 1兆 3，473 億新台湾

ドル で あ り，2007年 と比 べ て マ イナ ス 8．1％ で あ っ

た の で あ る。 台湾の IC 産業 は，世界の 二 大 IC

設計業及 び世界
一

の ウ ェ
ハ ー代理製造業を有 し，

2009年の 台湾の IC産業生産額は少 し落ち て ， 約

1．2 兆新台湾 ドル に達す る と見込 まれ て い る （表

1−3 参照）。

1．5　台湾マ ク ロ 経済の 最新状況

　台湾は世界で 最 も輸出に依存する経済で ， 欧米

の顧客向けに多 くの ハ イテ ク機器 を生産 して い る

た め ， 今 回の 世界的な需要減退 に よ っ て 大打撃を

受 けて い る 。 貿易金融の 枯渇 も輸 出の 減少に拍車

を か けた 。 輸出額は 2009年 1 月に ， 前年 同月比

44％減 と史上最大 の 落ち込み を見せ た
。

1月の 輸

一 73一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



JAPAN FINANCIAL MANAGEMENT ASSOCIATION

NII-Electronic Library Service

JAPAN 　 F 工NANC 工AL 　MANAGEMEN 工　 ASSOC 工A エエ ON

表 1−52008 年台湾マ クロ 経済指標

国内総生 産 （GDP ） 3，912．78億米 ドル

一
人当た り GDP 17，083米 ドル

経済成長率 0．06％

輸 出高 2，556．3 億米 ドル

輸入高 2，404．5億米 ドル

外貨準備高 2，917．1億米 ドル

失業率 4，14％

出所 ：経済部投資業務処 ， 経済概況
一

主 要 経済指標，2009
　 　 年 8 月 http ：〃 hirecruit，nat ．gov ．tw／japan／html ／tai

　　 wan ＿01，asp ，（最終ア ク セ ス 日 ：2009／08／31）

入 が前年同月比 で 57％落 ち込 ん だ の も，そ れ が

一
因だ と考 え られ る 。

　2008年 の 台湾の 国内総生産 （GDP ）は 3
，
912．8

億米 ドル
， 1人 当た りの 平均 GDP は 17，e83米 ド

ル
， 外貨準備高は 世界第 4 位の 2，917．1億米 ドル

で す 。 輸 出額 は 2，556．3 億米 ドル ， 輸入 額 は

2，404．5 億米 ドル で ， 失業率は 4．14％で ある 。

　2008年下半期は ， 世界 の 景気衰退の 程度 と速

度が予想 を上 回 り，台湾の輸 出と製造業 は大 きな

打撃を受 け ， 民間投資も激減した 。
こ の た め ， 同

年第 4 四半期の 経済成長は マ イ ナ ス 8．36％，通年

で はわず か O．06％ の 成長に とどま っ た の で あ る 。

　2009年 に入 り，金融危機で経済に与え た影響

が さ ら に深刻に なる，1−4 月の 失業率は 5．66％，

輸出の 増加率は マ イ ナ ス 36％ ， 輸入 の 増加率は

マ イ ナ ス 45．6％，民間投資 の 成長率 もマ イ ナ ス

29．02％ で あ る 。 台湾の 行政院主計処は ，2009 年

通年 の 経済成長率は マ イ ナ ス 4．25％ に な る と予測

して い る もの の
， 第 4 四半期に は 5．20％ の プラ ス

成長 に転 じ，安定成長 を回復 す る と見込ん で い

る
（z4）

。

2． IC 産業の 財務分析実例

2．　1　各社の 基本情報

　本稿の 目的 の
一

つ は ， 経営分析 の 観点か ら台湾

半導体産業の 実態 に接近 す る べ く， そ の 第
一

歩 と

して，公表財務資料に もとづ き企業の 財務比率を

作成 ・分析す る こ と に あ る 。 本稿で使用す る主 た

る公表財務資料 は，『財務諸表』，『企業年報』 の

各年度版で あ る 。 イ ン ターネ ッ トを経 由して 「公

開情報観測セ ンター」や企業の ホ
ーム ペ ージか ら

入手す る こ と もあ る 。 諸財務比 率に つ い て は ， 単

に各社が公表 した比率 の ままで 引用す る の で は な

く， 筆者が加筆した もの で あ る 。 データ作成の 対

表 2−1　各社 の 基本情報

上 場 コ ード 2324 2357 2382 3231 2330 2303 2344 3474

会社名 CompalASUSTeKQuantaWistronTSMC UMCWinbondInotera

資本金

（億元）
388 424 361 151 2，562 1，298 365 333

設立年月目 1984／6／11990 ／4／21988 ／5／92001 ／5／301987 ／2／211980 ／5／221987 ／9／292003 ／1／23

事業内容 電気製品
一

コ ン ピ ュ
ー

タと周辺機

器

電気製品
一

コ ン ピ ュ
ー

タと周辺機

器

電気製品
一

コ ン ピ ュ
ー

タと周辺機

器

電気製品
一

コ ン ピ ュ
ー

タと周辺機

器

電気製品
一

半導体

電気製品
一

半導体

電気製品
一

半導体

電気製品
一

半導体

売上構成 3C 電子製

品99．58％
マ ザーボー

ド 66．37％，
他 の 3C 製
品 26．40％

コ ン ピ ュ
ー

タ や周辺機
器 の 99．98
％

ポータ ブ ル

コ ン ピ ュ
ー

タ　75．93％
や 他 の IT

製 品 18．52
％，PC5

．55％

ウ エ ハ ー

87．84％，
そ の 他

11．61％

ウ エ ハ ー

了8．69％，
DIE16
，26％

DRAM78

，37％，
SRAM と

フ ラ ッ シ ュ

1892％ ，

そ の 他 IC

2．32％

ウ エ ハ ー

100．00％
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象期間は，既述の会社 による 2004年度か ら 2008

年度まで の 5 年間とする 。 研究対象 と して 台湾 の

ICT 産業（Compal，　ASUSTeK ，　Quanta，　Wistron ，

［以下，たん に rlCT グ ル ープ」 と い う］） と半

導体産業 （TSMC ，　UMC ，　Winbond ，　Inotera， ［以

下，
た ん に 「IC グ ル ープ」 と い う］）か ら代表的

企業を選 び ， 同じ業種お け る企業間の 比較分析を

や る。

　まず ， 表 2−1は各会社 の 基本情報を示 した もの

で あ る。
こ の 表によ り，各社の 資本金，事業内容，

売上 構成な ど基本的情報が わか る 。

2．2　各社の 財務諸表の 分析

2．2．1　収益性分析

こ こ では ， 企業の 利益獲得能力 を分析する 。 営

表 2−2　各社の 営業利益率
（％ ）

会 社 名 20042005200620072008

Compa1 3．933 ．653 ．053 ．362 ，78

ASUSTeK6 ，466 ，162 ．432 ．722 ．03

Quanta 2．312 ．821 ．851 ．702 ．05

Wistron 0．942323 ．202 ．211 ．42

TSMC 339235 ，1540 ．2435 ．7933 ．03

UMC 2L45 一3．006 ．046 ．542 ．58

Winbond1094 一7931L20 一11、53 一27。58

Inotera 5．5424 ．9238 ．966 ．90 一48．14

表 2−3　各社 の 純益率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compal 3．113 ，812 ．893 ．203 ．12

ASUSTeK19 ，349 ．614 ．984 ，686 ，60

Quanta 3．692 ．712 ．802 ．522 ．65

Wistron 一〇．712 ．052 ．442 ，391 ．63

TSMC 36．0635 ．3740 ．4634 ．8131 ．06

UMC 27．937 ．9032 ．2016 ．31 一24．98

Winbond10 ．91 一5．166 ．86 一18．10 一33．74

Inotera 15，1225 ．7538 ．912 ．02 一58．01

業利益率 ， 純益率 と総資産利益率 （ROA ），
　 ROE

，

資本回転率の利益率を分析する 。

　表 2−2 に は 「ICT グル ープ」 と 「IC グル
ープ」

の 営業利益率が示され て いる 。 「ICT グル ープ」

に お ける ，Wistron の 2008 年の 営業利益率は ，

2007 年よ り低 く，Compa1 （2．78％），　 ASUSTeK

（2．03％）や Quanta （2、05％） よ り低か っ た 。 純

益率 は ， Wistron の 利益獲得能力は ， 他 の 3 社

よ り低 い こ とが 分か る 。 ASUSTeK の 利益獲得

活動は，同業他社 よ りも効率性を示 して い る （表

2−3参照）。

　「IC グル ープ」 に おける，　 TSMC の 2008 年の

純利益率 が 2007年 よ り低 い が ，UMC （
− 24．98

％）， Winbond （
− 33．74％），

　 Inotera （
− 58．01

％） よ り高 い だけで な く， 30％台を維持 して い る

表 2−4　各社の総資産利益率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compa1 6317 ．756 ．478 ．82832

ASUSTeK15 ．0811 ．137 ．729 ．356 ．39

Quanta 15．9112 ．8613 ．8615 ．0014 ．10

Wistron 一2．068 ，82lLo99 ，897 ．69

TSMC 21．19192923 ．6119 ．5018 ．36

UMC 1α172 ．429 ．745 ．29 一8．92

Winbond 5．16 一1．853 ．09 一5，30 一7，79

Inotera 2208 ．5515 ．54L73 一14，21

表 2−5　各社 の ROE
（％ ）

会 社 名 20042005200620072008

Compal 10，8713 ．7812 ．8718 ．3116 ．19

ASUSTeK19 ．1618 ．4716 ．2518 ．8310 ．03

Quanta 18，8016 ．2218 ，2123 ．0923 ．31

Wistron 一5．1615 ．9019 ．812L4919 ．76

TSMC 253622 ．1626 ．642L9420 ．74

UMC 12．772 ．6811 ．876 ．43 一10．60

Winbond 5．69 一2．494 ．22 一10．78 一16．53

Inotera 3．38133725 ．111 ．23 一35．70
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（表 2−3 参照）。 ま た ，営業利益率に つ い て は も，

TSMC の 利益 獲得能力 を他の 3 社 よ り大幅に高

か っ た 。 TSMC の 経常的活動及 び総合的 な収益

力優れた と判断で きる 。

　2．2．2　安定性分析

　企業に と っ て 収益性は非常に 重 要で あ る が，収

益性 と と もに企業の 支払能力 も非常に 重要で ある 。

表 2−6 に は台湾の IC 企業 の 流動比率 を示 した も

の で あ る。 「ICT グ ル ー
プ」に お ける ， 2008年の

各社 と も約 130％〜190％ とな っ て い る 。 各社の

当座比率は 120％以 上 あ り良好で あ っ た 。 従 っ て ，

短期的に 支払 う債務を十分に支払 うだ け の 流動資

産 ， 当座資産の 支払手段が あ る こ とが理解で き

る 。

一
方 ， 「IC グ ル ープ 」 に お け る ，

　 TSMC と

表 2−6　1C各社 の流動比率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compal154 ．73196 ．73129 ．64158 ．80159 ．15

ASUSTeK299 ．77139 ．62125 ．46150 ．80182 ．94

Quanta 142．00146 ．2614L80134 ，68155 ．94

Wistron153 ．75156 ．16154 ，66134 ．81139 ．51

TSMC 286．40613 ．8445L40397 ．94338 ．70

UMC 474，17453 ，18393 ，97158 ．17477 ．84

WinbQnd488 ．04144 ．99226 ．21121 ．9693 ．40

Inotera 133．23146 ．29110 ．6098 ．985L41

表 2−7　1C 各社の 当座比率
（％ ）

会 社 名 20042005200620072008

Compal135 ．31171 ．21ll5 ．68139 ．4113596

ASUSTeK241 ．7183 ．6077 ．60105 ．82126 ．12

Quanta 132。95137 ．04130 ．20125 ．12145 ．36

Wistron115 ．75129 ，90138 ．92120 ．50126 ．25

TSMC 246．94537 ．90403 ．49336 ．03305 ．46

UMC 421．28404 ，71351 ．82130 ．30401 ．57

Winbond368 ．541 正0，42155 ．6372 ，4461 ．Ol

Inotera 60．27116 ．5396 ．41693438 ．02

表 2−81C 各社 の 現金比率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compa1 51．4667 ．3040 ，9945 ．4534 ．64

ASUSTeK155 ユ923349 ，8113 ．4737 ．05

Quanta 6α8055 ．5047 ．343LO945 ．97

Wistron 35，02373136 ，464 ．8114 ．26

TSMC 195．44415 ．79313 ．86242 ．59271 ．44

UMC 371．21358 ．54309 ．07979133L29

Winbond29Lll76 ．6079 ，2757 ．9348 ．正9

Inotera 83．1979 ．7770 ，8434 ．5519 ．30

UMC は 2008年 の 流動比率 と当座比率が 300％以

上 で あ っ て ，十分 な支 払能力が持 っ て い る が ，

Winbond と Inoteraの 方が ， 短期支払債務 に 対

する短期支払手段を十分保有 して い な く，短期支

払 い 能力 には問題 があ る 。 現金比 率に つ い て は ，

Wistronと Inoteraの 方が低 く，
　 TSMC と UMC

が著 しく高い こ とか ら，余分 な当座資産を持 っ て

い ると考え られ る。

　2．2．3　成長性分析

　売上や利益， シ ェ ア な ど の 成長率を時系列 で 把

握す る こ と に よ り，企業の 将来性，競争力を検証

す る こ と が 分析 で き る
。 表 2−9 と 2− 10 に は ， 各

社の 成長性 の 比率が示 して あ る 。 台湾 の 産業 はか

な り輸 出に 依存する産業で ，欧米の顧客向け に多

くの ハ イ テ ク機器を生産 して い るため ， 世界的な

需要減退 に よ っ て大 きな打撃を受けて い る 。 薄型

モ ニ タ
ー

や半導体とい っ た台湾の 主力輸出製品は，

世界的な金融危機が起 きる前か ら供給過剰だ っ た 。

TSMC の 工 場稼働率は生産能力 の 35％前後ま で

落ち て い る 。 全体 と して は ， Quantaと Wistron

が 2007年 よ りや や成長 した が ， 他 の 企業は ROA

の 伸び率がい ずれ もマ イナ ス で あ っ た （表 2−9参

照 ）。

　 2008年 に 世界的な需要減退 に よ っ て 大打撃を

受 けて い る台湾の 産業は，無給休暇や就業時間短
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表 2−9 各社 の ROA 成長率
（％ ）

会 社 名 20042005200620072008

Compa1 一3，882 ユ80 ．273 ，90 一1．13

ASUSTeK3 ．913 ．092 ．323 ，31 一4，47

Quanta 一L240 ．691 ．393 ，761 ．17

Wistron 一6，4112 ．857 ．84L791 ．28

TSMC 10331 ．917 ．67 一1，44 一L51

UMC 6ユ7 一5．348 ．00 一6，77 一1424

Winbond 4．49 一11．107 ．05 一6，05 一4．02

InQtera 16．6917 ．7616 ．77 一4，72 一10．54

表 2−10 各社 の純利益成長率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compa1 一4L8928 ，083 ，955635 一7．63

ASUSTeK14 ，4111 ，220 ．0543 ．71 一40．43

Quanta 一8．9317 ．640 ．6242939 ．61

Wistron 一151．29 一486，3167 ．4124 ．004 ．13

TSMC 1．3635 ．99 一〇．19 一14，04 一8．47

UMC 一77．93381 ．13 一3．52 一4＆00 一231．59

Winbond 一142．14一264．470 ．17 一345．8226 ．72

Inotera 557，91171 ，61 一1，48 一94，16 一2449．45

縮 ， 減給な ど何 らか の 対策を実施 して い た
。 製造

業の うち無給休暇を実施 して い る割合が最 も高か っ

た の は 「皮革 ・毛皮 ・そ の 製品」 の 64，3％ だ っ た
。

ほ か 「電子部品」 56．9％ ， 「木 ・竹製 品」 50％な

ど，輸出に関連する業種で高率 とな っ て い る の が

特徴的で あ る 。 「電子部品」 で は全体の 半数に当

た る計 11万 1，000 人が 無給休暇 の 対象 とな っ て

い る 。

　2．2。4　運 営能力分析

　企業の 投資管理の効率性を評価する こ とが可能

に な るの は ， 資産回転率に対す る分析 で あ る。 表

2−11 か ら 2−14 に は ， 各社 の 資産回転 の 比率が示

して あ る 。 「ICT グル
ー

プ」に お け る ，
　 ASUSTek

の 資産回転率は 2005年か ら 2008年にか けて他社

と比 べ て 停 滞 した ま ま で あ る 。 表 2−12 は ，

ASUSTek の棚卸資産回転率が 2007年 に比 べ て

2008年 に 悪化 した こ とを示 し て い る 。 そ の 主 な

理 由と して，ASUSTek の棚卸資産が 2005年か

ら 2008年 に か けて他社 と比 べ て倍以上 を持て い っ

た 。棚卸資産は ASUSTek の 2008 年 に 273億台

湾元 で あ っ て ，総資産の 12．32％を占め て い た 。

それ に対 して ， Compa1 の 方が 135億台湾元で あ っ

て ，総資産 の 9．13％を占め て い っ た 。 固定資産管

理 と い う点か ら見 る と ， ASUSTek は 2006年か

ら 2007年にかけて かな り改善 して い た 。 しか し，

他 3社と比 べ る と ， ASUSTek の 固定資産 の 生産

性はかな り低か っ た。

　「IC グ ル
ー

プ」 に つ い て は ，
　 TSMC の 運 転資

本管理 や 固定資産管理 が 2004 年か ら 2008 年に か

表 2−11 各社 の 売上債権回 転率
（％ ）

会 社 名 20042005200620072008

Compal 5．565 ．906 ．026 ．776 ．46

ASUSTeK6 ．175 ．705 ．075 ．453 ．13

Quanta 6．438 ．638 ．5410 ．157 β7

Wistron 10．5110 ．479 ．716 ．836 ．99

TSMC 9．387 ．909 ．188 ．871Ll1

UMC 8．877 ．367 ．857 ．788 ．14

Winbond 9．758 ．046 ，215 ．887 ．57

Inotera 4．165 ．055 ．516 ．005 ．96

表 2−12　各社 の 棚卸資産回 転率
（％ ）

会 社 名 20042005200620072008

Compal 24．1423 ．5828 ．2235 ．1029 ．75

ASUSTeK6 ．615 ．586 ．Ol8 ．595 ．50

Quanta 47．5962 ．8053 ．9860 ．8764 ．03

Wistron 22．94292246 ．1258 ．1767 ，57

TSMC lL639 ．829 ．278 ．7810 ．86

UMC 10．248 ．608317 ．868 。05

Winbond 4．464 ．924 ．925 ．405 ．35

Inotera 3．625 ．836 ．569 ．6512 ．28
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表 2−13 各社の 固定資産回 転率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compa1 6L4473 ．02113 ．66187 ．51191 ．61

ASUSTeK9 ，0820 ．2343 ．6767 ，2640 ．59

Quanta 45．1454 ．1963 ．89103 ．79112 ，12

Wistron 398055 ．6776 ．0788 ．37114 ．23

TSMC L23L201 ．42L361 ．42

UMC 0．900 ．62O ．690 ，760 ．78

Winbond 1．210 ．810 ．690 ．650 ．47

Inotera 0，180 ．390 ．490 ，410 ．32

表 2−14　各社 の 総資産回転率
（％）

会 社 名 20042005200620072008

Compal 1．911 ．942 ．202 ．742 ．65

ASUSTeK0 ．781 ．161 ．55L970 ，95

Quanta 2．322 ．612 ．753 ．55329

Wistron 3．543 ．834 ．093 ．954 ．46

TSMC 0．580 ．530 ．580 ．560 ．59

UMC 0．350 ．270 ．300 ．320 ．36

WinbQnd 0．460 ．380 ．400 ．340 ．26

Inotera 0．130 ．300 ．360 ．330 ．27

け て は 資産管理 の 効率性が 小幅な変動 に もか かわ

らず ， 他社と比 べ て よ い評価を示 して い る 。 した

が っ て ，「IC グル ープ」 は資産回転の 諸比率か ら

見 ると ， 4 社の 総合的な収益性 の 差別 はそ れ程大

き くな い の で あ る。

お わ り に

　台湾 と世界 の 景気 の 連動性が高ま っ て い る た め，

台湾の IC 製造業と世界 の 景気後退 が ほ ぼ 同時に

起 っ た の で あ る 。 2008年の 台湾の IC設計業 の 生

産額は，端末の 重要が減少す る状況で，さ らに全

世界 の IT産業の 停滞が重 な り ， 台湾 の IC設計

業者の 売上 高の 減少を招 い た の で あ る 。

　 こ うした状況で ， 台湾の 半導体企業 の 財務管理

効果を分析 して み る と，「ICT グ ル ープ」 に は 自

社 ブ ラ ン ドを手か けて い る ASUSTeK の 利益獲

得活動が，効率性を示す もの で あ っ た の で ある。

ASUSTeK は， マ ザ
ー

ボ
ー

ドの 最 大手で あ る 。

自らの 特定 の 専門分野 に資源を集中す る こ とによ

り， 専業化 した利益 の 獲得 だ けで な く技術能力 の

蓄積 ， 品質，生産能率も向上させ て い た の で ある 。

バ リ ュ
ー ・ チ ェ

ーン の 中に川上の コ ン ポーネ ン ト

製造 と川下 の ブ ラ ン ドに よる差別化 で 成長を遂げ

た とす る 。 残念なが ら，原材料 コ ス トを削減す る

た め，大量 の 在庫政策 と っ て い た こ と に よ り，景

気後退 で の 在庫調整 の 影響 に 受 けた の で ある。売

上 債 権 と 棚 卸 資 産 の 回 転 率 が 低 い こ と は

ASUSTeK の 総合的な資産 の 生産性に と っ て 重

大で あ る 。 そ れ に 対 して ， ノ ー ト ・パ ソ コ ン の

OEM 生産の メ ーカ ー Quantaは，総合 的な収益

面か らみ る と ， 2004年か ら 2008年 に か け て

ROE 指標は 16％か ら 23％の 範囲 に上昇 して，5

年間に わた っ て 平均す る と，199％ ま で 上 昇 した

の で ある。Quanta は 品質，技術 と強 い R ＆ D を

通 じて他 の OEM メーカーと差別化を 図 り，ノ ー

トPC で OEM リーダー
の 位置を維持 して い る 。

Quanta は バ リ ュ
ー ・チ ェ

ー
ン の 中に OEM 事業

で もオ ペ レーシ ョ ン の効率化 を通 じて 高付加価値

を追求 して い る の で あ る 。

　 TSMC は専業 フ ァ ウ ン ドリ事業の 創始者 と業

界の リ
ー

デ ィ ン グ企業として ， 最先端の ウ ェ
ハ ー・

プ ロ セ ス 技術や 卓越 した製造効率を提供す る こ と

に よ り高 い 評 価を得 て き た
。

2007年 ウ ェ ハ
ー売

上 高 は世界 の 半導体専業 フ ァ ウ ン ドリ市場 の 約

50％を占め て い る 。 TSMC の 成功要因 として は，

設計ラ イ ブ ラ リ
ー

の 公開 ， 顧客 の サ
ービ ス体制 の

設備， 戦略的ア ライア ン ス （犬塚 ， 2006）だ けで

な く，総合的な健全的な財務管理を行 っ て い る こ

とも原因 して い る。
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　　　　　　　　　　〈注〉

（1）　本論文を作成す る際に埼玉 大学箕輪徳二 教授か

　　ら有益 な コ メ ン トを戴きま した ， この場をお借 り

　　して 感謝の 意 を 記 しま す。

（2） TSMC は，1987年 に 設立 され た 世界最大 の 半

　　導体専業 フ ァ ウ ン ドリ メ
ー

カ
ー

で あ る 。 2002 年

　　に は，半導体 フ ァ ウ ン ドリメーカーと して 初め て

　　IC 企 業世界売上 ラ ン キ ン グ上 位 10社 に ラ ン キ ン

　　グ され た 。 2007 年 の ウ ェ
ハ ー生 産能力 は，800万

　　枚 （8 イ ン チ ウ ェ ハ
ー
換算）を超 え，売 上 高 は世

　　界 の 半導体専業 フ ァ ウ ン ド リ市場の 約 50％ を 占

　　め て い る 。 全世界の 従業員人数は 2万 名を 上 回 る。

　　http：／／www ．tsmc ．com ／japanese／a−about ／aOL

　　profile／aO1 ＿profile，htm （最終 ア クセ ス 日 ：2009／

　　08／29．）

（3 ） 1980 年 に 台湾 の 最初 の 半導体会社 と して 設 立

　　されて，UMC は 鋳造技術 リーダーと産業 リーダー

　　で あ る。産業の パ イオ ニ ア と して ，UMC は，銅

　　の 材料 を 使用 す る こ とで ウ ェ
ハ ーを 製 造 し て ，

　　300mm の ウ ェ
ハ ー

に チ ッ プ を 作 り出 して ， 機能

　　的な 65 ナ ノ メー
トル の IC を顧客 に 提供 し て ，

　　チ ッ プ を 作 り出す，28 ナ ノ メートル の 工 程技術

　　を 使用 す る最初 の鋳 造 場 で あ っ た 。 UMC は 世界

　　中で 約 1 万 2，000人 を 雇う。 http：〃www ．umc ．

　　com ／English／about ／o− 1．asp ，（最終 ア ク セ ス 日 ：

　　2009／08／29．）

（4 ）　MediaTek　Inc，は無線通信 とデ ジ タル マ ル チ メ

　　デ ィ ア ・ソ リ ュ
ー

シ ョ ンの た め の 主 な フ ァ ブ レス

　　半導体会社 で あ る 。 MediaTek は，無線通信，

　　高品位 テ レ ビ，光記 憶装置，お よび DVD と ブル
ー

　　 レ イ製品 の 最 先端の SOC シ ス テ ム ・ソ リ ュ
ー

シ ョ

　　 ン の マ ーケ ッ トリーダーと パ イ オ ニ ア で あ る 。

　　1997 年 に 設 立 し，台湾証券取引所 に 上 場 され て

　　い て ，MediaTek の 本部 は 台湾 で あ る 。
　 http：〃

　　www ．　mediatek ．com ／en ／corporate ／index ．　php

　　（最終ア ク セ ス 日 ：2009／08／29．）

（5） 1984年 に設立された ASE は，　 ASE 　Group の

　　メ ン バ ー
で あ る 。 ASE は 世界 の 半導体製造 サー

　　ビス の 主な プ ロ バ イダ
ーと包括 的な 範囲の 高度な

　　IC パ ッ ケージ を提供 す る リーダーの ひ と り で あ

　　る 。 ASE 　Group の 組み 立 て お よ び テ ス トに 独立

　　 した半導体製造サービ ス の 世界最大の プ ロ バ イダ
ー

　　で あ る。子 会社 の 福雷電子 （ASE 　Test 　Limited ）

　　は 1996年 に米国 で NASDAQ は 発売 して ，1998

　　年台湾 に 上 場 さ れ た。http：〃 www ．asetwn ．com ．

　　tw／content ／1−1．htm1 （最終 ア ク セ ス 日 ：2009／

　　08／29．）

（6 ）　 1984年 5 月 に 設立 さ れ て ，SPIL は 主 な 包 括的

　　に 半導体組立 とテ ス トサービス の プ ロ バ イ ダー
の

　　1 つ に な りま した。SPIL は 2008 年 に 19億 2，000

　　万 US ドル の 年間売上高を掲示 して，現在 ， 世界

　　中で 約 1万 5，000人を雇 い ます 。 当会社は台湾証

　　券取引所 と ナ ス ダ ッ クナ シ ョ ナル マ
ーケ ッ トに 上

　　場 され て い る。http：／／www ．spil ．com ．tw ／about

　　／？u …1・4 （最終 ア ク セ ス 日 ：2009／08／29．）

（7 ） 1996年に設立 され て ，ProMOS は世界 の 主な

　　メ モ リソ リ ュ
ーシ ョ ン プ ロ バ イ ダ

ー
の 1 つ で あ る。

　　台湾新竹科学園区 に本部 を 置か れて ，会社 に は ア

　　ジ ア太平洋と北 ア メ リカ の 営業所が あ る。就業者

　　数：4，000以上 ， 台湾 OTC （株式 コ ード5387） で

　　ProMOS を取 り引きす る。　 http：／／www ．promos ．

　　com ．tw／（最終 ア クセ ス 日 ：2009／10／9．）

（8 ） http：〃 www ．elpida ．com ／ja／index．htm1（最終

　　ア クセ ス 日 ：2009／10／9．）

（9 ） PSC は 1994年 12月に新竹科学園区に設立 さ

　　れ て い た 。 PSC は 三 菱電機，兼松，力捷電脳

　　（UMAX コ ン ピュ
ー

タ
ー

） の 3 社 に よ る 出資 で

　　設 立 さ れ て お り，三 菱電機 が 03年 に DRAM 事

　　業 を エ ル ピ ーダ に譲 渡 し た。PSC は DRAM と

　　Specialty　Legacy 　Memory 　Products ，　IC　Foun −

　　dry　Servicesを提供す る。2008 年 11月付けで ，

　　PSC は現在，4
，800人以上を雇 う。

　 http：〃 www ．

　　psc．com ．tw／english ／index．jsp（最終ア クセ ス 日 ：

　　2009／10／9．）

（10） 南亜 科技 は 1995年 3 月 4 日 に 創 立 し て ，

　　DRAM の 研究 と開発，設計，製造 と販売 に 力を

　　尽 くして，そ して 米国，ヨ
ー

ロ ッ
パ ，日本，中国

　　で 海外を設 立 して 拠点 に 販売 して ，そ の 最大 の 株

　　主 は台湾 プ ラ ス チ ッ ク グル
ープ の 南亜 プ ラ ス チ ッ

　　ク 社で す 。 Nanya は 2008年 の 年間営業収 入 は 新

　　台幣 の 363．12億元 に 達 して，2007年 と比 べ で 31

　　％ 衰退 す る 。

　　　Nanya は 8イ ン チ 晶円の 工 場と 12 イ ン チ 晶円

　　の 工 場を 持 っ て ，そ れ ぞ れ 桃園 と泰山に 位置 して ，

　　2008年 4 月 に 米国の Micron （マ イ ク ロ ン） と 50

　　nm （ナ ノ メー
トル，　 nana ・meter ）締結し ます以

　　下 に 製造 プ ロ セ ス の 技術は共 に 契約を 開発して ，

　　2008年 12月か ら共に lnoteraの 作り出す こ と を

　　分 か ち合 う 。
こ の 策 略連 盟，大 幅 に 双 方 の

　　DRAM 市場 の 上 の 競争力を昇格 させ る 。　http：〃

　　www ．nanya ，com ／index ．aspx ？1an＝en −us （最終

　　ア ク セ ス 日 ：2009／10／19．）

（11）　華亜科技 は 2003 年の 1 月 23 日 に 創立 ，台湾

　　Nanya （台湾 プ ラ ス チ ッ ク グ ル ープ に 従属 しま

　　す ） と米国 の Micron の 科学技術の 双 方 の 共 通 の

　　合弁会社 で あ る 。 Inoteraは ， 商品 DRAM の 生

　　産に 300mm の 最先端 の ウ ェ
ハ ーと最先端 の プ

　　ロ セ ス 製品技術を使用 す る高度 な ウ ェ
ハ ー製作会
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　　社 で あ る 。 http：／／www ．inotera．cem ／English

　　（最終 ア ク セ ス 日 ： 2009／10／19．）
（12） 華邦電子を 1987年 9 月 に 台湾新竹科学園区 に

　　設立 して ，1995年台湾証券取引所 に 上場 され て

　　 い る。2008年 10月台湾中部科学園区 に移動 し，

　　300mm の ウ ェ ハ
ー

を新造す る。サ イ トは研究開

　　発と生産に 主 に 焦点を合わ せ て い る。65nm か

　　 ら 90nm の DRAM 製造技術 を カ バ ーす る。　 htt

　　p：／／www ．winbond ．com ．tw／hq／enu ／，（最終 ア

　　クセ ス 日 ；2009／10／20．）

（13）　キ マ ン ダ （Qimonda　AG ）は， ドイ ツ の 半導

　　体 メ モ リ メーカー。2006年 5月 1 日に イ ン フ ィ

　　ニ オ ン ・テ クノ ロ ジーズ （Infineon）の メ モ リ部

　　門を分社化 して 設立 され た。300mm チ ッ プ 製造

　　の トッ プ メ ーカ ー
で ，PC ，サーバ 市場 向 け の

　　DRAM 供給 トッ プ の 1 つ で あ っ た 。　 PC とサ
ー

　　バ 製 品 に 重 点 をお き， グ ラ フ ィ ッ ク ス で も

　　GDDR 　5 の 開発 規格化 を 推進す る な ど，業界を

　　牽 引 し て き た 。 しか し，世界同時不況 の 影響 と

　　DRAM 市 況 の 悪 化 に よ り経 営 破 綻 。 2009 年 1 月

　　23 日 に 破産 申請 。
2009 年 4 月 1 日に 事業再生 手

　　続 き を開始 した。http：／／ja．wikipedia ．org ／wiki ／

　　Qimonda （最終 ア ク セ ス 日 ；2009／ll／03．）

（14）　 ガ ートナ ー ジ ャ
パ ン，2008 年世界半導体 マ

ー

　　ケ ッ ト ・シ ェ ア ，http：／／www ．　gartner．co ．jp／
　　press ／html／pr20090409 −01．html （最終 ア ク セ ス

　　 日 ：2009．10．31．）

（15）　日経 BP 社 http：／／techon．nikkeibp ．co ．jp／arti

　　cle ／NEWS ／20090303／166602／？SS ＝ imgview＆FD

　　＝1378256613 （最終 ア ク セ ス 日 ；2009．10．31．）

（16） 加納征 子，2008／06／27，台湾 Quanta 社，2008

　　年 第 1四 半期 の ノート・パ ソ コ ン の OEM 生 産台

　　数 で 首位 に，日経 エ レク トロ ニ ク ス http：〃tech

　　on ．nikkeibp ．co ．jp／article ／NEWS ／20080627／154

　　048／（最終 ア ク セ ス 日 ：2009／11／08．）

（17） 1988年 に設立され，Quantaは世界で 最大 の ノー

　　 トパ ソ コ ン の ODM 企業で す 。
　Quantaは，30，000

　　人 の 従業員 は 3，500 人以上 の 人 々 の R ＆D と技術

　　開発 で 働い て い る世界が あ る 。 http：〃 www ．qua

　　nta ．com ．tw／Quanta／english ／Default．aspx （最

　　終 ア クセ ス 日 ：2009／ll／08．）

（18） 1984年 に 設立 され，Compal は世界 で IT 産業

　　の 主要 な 大手企業 の
一

つ で す 。 2008年に は，従

　　業員が 3 万人以 上 を持つ ，台湾，中国，ブ ラ ジ ル ，

　　米国，ポーラ ン ドで は，支店を設立 し て い る，迅

　　速 か つ 柔軟 な サ
ービス を顧客 に 提供す る 。 http：〃

　　www ．compal ．com ／index＿En．htm （最終 ア クセ

　　ス 日 ；2009／11／08．）

（19）　 2001年 7 月 に 宏 碁 電 脳 （acer ） の 製造 ・研究

　　開発 ・サ ービ ス 部門が 独 立 して 設 立 され た，PC

　　 と の ICT 製品 の 世界 の ODM サ プ ラ イ ヤー
で あ

　　る 。 http：／／www ．wistron ．com ／ （最終 ア ク セ ス

　　日 ：2009／11／08．）
（20） 1975年 に 創立 さ れ た，台湾の 電子機器 と テ ク

　　ノ ロ ジー産業 で リーダーの
一

で す 。 世界中で 最大

　 　 の サーバ ー　ODM 及 び トッ プ 5 の ノートブ ッ クパ

　　ソ コ ン メ ーカ ーに な った
。 又 ， 「OKWAP 」 ブ ラ

　　ン ドの 携帯電話生産企業 で あ る。http：／／www ．

　　inventec．com ／english ／about ＿aOl ．htm （最終 ア

　　ク セ ス 日 ：2009／ll／08，）

（2D 　2008 年 1 月 1 日 に 設立 ， 台湾 を ベ ー
ス に 最先

　　端の DMS （設計製造サ ービス ）製品の 開発に豊富

　　な 経験 と垂直統合型の機能を持つ 企業。 http：／／

　　www ，pegatroncorp ．com ／ （最終 ア ク セ ス 日 ；

　　2009／11／08．）

（22） 1976年 に マ ル チ テ ッ ク社 （Multitech） を社名

　　と し て 設 立 さ れ た 。台湾 に 本社 を持 つ パ ソ コ ン 及

　　び 関連機器 メ ーカ ーグ ル ープ会社。
1987年に海

　　外向け の ブ ラ ン ド名を マ ル チ テ ッ ク か ら エ イ サ
ー

　　（acer ） に 変更す る 。 1980年代後半 か らは，多製

　　晶化 に よ り本格的な グ ロ
ーバ ル 戦略 を 展開 し， 欧

　　州 を 中心 と した世界市場に進 出。 2007年に 世界

　　で 第 3 位の パ ソ コ ン メ
ー

カ
ー

とな る 。 http：〃 ww

　　w ．acer ．　co ．jp （最終 ア ク セ ス 日 ：2009／11／08．）
（23） 1989 年 に 設立 さ れ た，台湾 の 台北市 に 本社を

　　置 くPC お よ び PC パ ー
ツ，周辺機器製造 メ

ー
カ
ー。

　　製品 に は特 に マ ザーボードの 分野 に お い て は ベ ス

　　トセ ラ
ーメーカーの 1 つ に な っ て い る 。 2005 年，

　　ASUS が 出 荷 した マ ザーボードは世 界 で 5，200 万

　　枚 を 超 え た 。 こ れ は ，2005 年 に 世界 で 販売 さ れ

　　た デ ス ク ト ッ プ PC の 3 台 に 1 台 に は ASUS の

　　マ ザ ーボードが 搭載 さ れ て い る計算 に な ります 。

　　2007年冬頃 か ら 自社 ブ ラ ン ドの ネ ッ トブ ッ ク，

　　「Eee　PC 」が本格的 に売れ 始 め る 。 2008年 ザ ー

　　ボードとデ ィ ス ブ レイ カードの出荷量 は 世界
一位 ，

　　ノ
ー

トPC の 出荷量 は世界五位 に な っ た。　 http：〃

　　tw．asus ．com ／investor．aspx （最終 ア ク セ ス 日 ；

　　2009／11／08．）

（24） 経済部投資業務 。 http：／／hirecruit、nat ．gov ．tw／

　　japan／index．asp （最終 ア ク セ ス 日 ：2009／8／31）
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